
 

１  山岳遭難発生状況（暫定値） （令和６年数値は１月１日からの同期間数値）
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３  態様別発生状況
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４  男女別・年齢別比率

　区　分 死者不明負傷無事 計 死者不明負傷無事 計

１９歳以下 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0

２０ 代 0 0 0 3 3 0 0 0 0 0

３０ 代 0 1 1 2 4 0 0 0 2 2

４０ 代 0 0 2 2 4 0 0 0 0 0

５０ 代 0 0 1 4 5 0 0 1 0 1

６０ 代 0 0 2 2 4 0 0 0 0 0

７０以上 1 1 0 1 3 0 0 0 0 0

計 1 2 6 16 25 0 0 1 2 3

比  率
（※　比率の計は、小数点の調整上、一致しない場合あり。）
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日付 場所 性別 年齢 死傷別 態様 概要

2月9日 長野市戸隠地籍 男 72 行方不明 不明
単独で長野市戸隠周辺に登山に出掛けたまま、行方不明

（先々週発生）

2月10日
戸隠連峰
佐渡山

男 41 無事救出 道迷い 単独でバックカントリーを滑走中、道に迷い、行動不能

2月10日 根子岳 男 51 無事救出 雪崩
単独でバックカントリーを滑走中、雪崩に巻き込まれてス

キー板を紛失し、行動不能

2月10日
八ヶ岳連峰

赤岳
男 65 負傷 転倒 ２人パーティで山小屋に滞在中、階段で転倒、負傷

男 50 無事救出 道迷い

女 37 無事救出 道迷い

2月11日
八ヶ岳連峰

横岳
男 51 無事救出 道迷い 単独で杣添尾根を下山中、滑落後に道に迷い、行動不能

男 31 無事救出 道迷い

男 39 無事救出 道迷い

山岳安全対策課からのアドバイス

先週の発生（２/10～２/16)

　先週県内では、７件の山岳遭難があり、うち１件は行方不明遭難（先々週発生）です。
　
　今シーズンの県内は、北部を中心に積雪が非常に多い状況です。
　そのため、バックカントリーや登山、トレッキングでルートを誤ると、スキーやスノーシュー無しでは、胸まで雪に埋まって
しまう場所もあります。
 また、ふかふかのパウダースノーに行く手を阻まれ、クライミングスキンやスノーシューがあっても、登り返しが困難な場

合もあります。
　自身が入山する山域の積雪状況を調べるとともに、悪天候時は、ホワイトアウトにより進行方向が分からなくなる場合
もあるため、慎重な計画をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《雪崩に警戒》

　大量の降雪後は、表層雪崩が発生しやすくなり、自身や仲間が雪崩を誘発して巻き込まれるリスクが高まります。

　雪崩遭難では、現場における初期対応が極めて重要（生存救助のポイント）です。

　◆雪崩対応装備（ビーコン・プローブ・ショベル）を持って登山、バックカントリーに出ていますか？◆
　　 ビーコンやプローブが無ければ、自身や仲間が埋没した際に、探してもらうことも、探すこともできません。
　　 雪崩の雪は重いため、手で掘ることは困難です。ショベルが無ければ、迅速に掘り起こすことはできません。
　　 緊急時に、使いこなせる訓練をしましょう。

　　　　　《雪崩対応装備は御守りではありません。
　　　　　　　　　　持っているから、雪崩に遭わない訳でもありません》

2月10日 毛無山
２人パーティでスキー場の管理区域外を滑走中、道に迷

い、行動不能

２人パーティでスキー場の管理区域外を滑走中、道に迷

い、行動不能

野沢温泉村地籍
の山林内

2月14日


